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口災害発生時における

避難者への対応

このたびの大震災では被災地の多くの学校が避難所となり、校長はじめ教職員の献身的な努力によ

って未曾有の危機の回避に努めてきた。しかし、本来学校は教育施設としてつくられたものであり、

災害時の避難所としての機能は付加的かつ応急的なものである。避難所の運営の主体は行政にある

が、今回の例で見るかぎり、行政からの担当者だけでは対応しきれなかった。したがって、大規模な

災害発生時には避難所運営における教職員の果たす役割に相当の期待が寄せられるものと思われる。

ここではこのたびの体験をもとに災害時の学校の管理運営がどのように行なわれたかの報告を通し

て、今後の学校の危機管理や教職員の役割について考えてみる。

学校の管理運営は
どのように行われたか
Ｉ

切りハサミで切って開け、運動場から体育館に
勝灘した。

■調査協力校では管理員、警備員、校務員等

(神戸生田中、鷹取中、烏帽子中、北淡東中、綱
道中、宮川小)、地域開放委員（兵庫大開小、千

歳小)、教頭（上ケ原中、宝塚小）がそれぞれ開
けており、大社小では教職員が職員室のガラス

を割って入り、体育館の鍵を取り出して開けた。
福池小では被災者がすでにガラスを割って中に

入っていた。高校では宿直員が運動場へ誘導し

た（御影高、兵庫高)。また、県立盲学校では避
難者が集まってきたので、職員が校門の鍵を鉄

諭、

等の管理者や襟備貝が保管している。

小・中学校では、ほぼ校長または

教頭のどちらかが午前７時から７時

半ごろには到粁し、数人の教職員と

ともに避難所となった学校の運営に

あたった。商校の場合には、通勤範

、の広さなどから比校的到着が遅か

った。

学校では避難所としての対応のみ

でなく、登校した児童・生徒に対す

る休校の指示を行う必要もあり、校

長・教頭のどちらもが来れなかった

学校で、なんとか出勤した教職員が

判断に困ったという例がある。

被災者の数は周囲の被災状況によ

って異なるが、被需の大きい地域で

小・中学校は非常時の避難所とし

て指定されているが、多くの高校は

指定されていないので、対応の仕方

が異なっている。

また、現在ではほとんどの学校が

夜間無人瞥備となるので、鍵は校長
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③大震災に学校はどう対応したのか⑨
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｜〈綿池小学校の|列＞
｜鰹災,,11:後､学校は避雌する住民でごったがえしていた｡校|Ⅲlは開放委典のｆｌ
ｌによって開錠され､教蚊がかけつけたときには校舎内に避雌を始めていた｡例｜
｜壊した雌進物のド蚊きになった人々を救いだすための道典(のこぎり､パーﾙ、｜
｜ｽｺｯプなど)を取り出そうと側｣：篭のガﾗｽを削っていた｡牧寵によって状｜
|態は変わるが､児i､if机､崎f､教師用指導机また終珊ｉｌｌｌＩｌなどは脈ドに放り出｜
’され、脂ﾉｌ誘導のできる状態ではなかった。だれがどの部膿を使川するかなど１

１指ホもI;|･lIIIiもなく、避難惟民が部屋を占めた。午前10時ごろ、校腿が学校に到Ｉ

｜糠して北桃を,)M放した｡幸いなことに筏理棟は開放されなかったため､後々、｜
|様々な機関との対応に役立った｡(職員室､管理典室､印Ｉ,峠､保健宅､放送寵、’
’’1『務篭が確保された｡）
Ｌ－－．－－－－－－．－－－－－．－．－一一・一一一一一.一一一.一一一一一一一一一一.－－－．－．－.ー」

Iまほとんどが2000人程度の人々を受

け入れている。

通常、一時避難場所として、学校

は連動場を考えており、校舎をどこ

まで開放するかなどについて、特に

きまりはなかった。とりあえず体育

館を開放するのが常套手段と考えら

れていたが、当然体育館だけでは十

分でなく、次々に教室を開放するこ

ととなった。これだけの多人数を一

時に収容することはそれまで予想も

していなかった。

このことが食糧・物資の供給、電

気、水道、トイレ、情報伝達など、

避難所で生じた様々な課題の大きな

原因となっている。こうした非常事

態に校長等の管理者は、外部との連

絡もとれず、即断即決を迫られてい

た。

て震災後７日目にして全職員が出勤

可能となった学校もある。

震災初日から学校に宿泊して児

童・生徒の安否確認、避雌省への支

援活動（避難者への咽活・救援物浅

の搬入等の対応）にたずさわってい

た教職員のI:↑'には、自らが被災者で

あった者も多く、家族や親戚の安全

確保、安否確認にも時間を;Ｉｉｌｌかれた

り、宿泊する場所が十分に確保でき

なかったため疲労困倣し限界に達し

ていた。しかし、数日して出勤可能

となった教職典が贈えたこ

とで交替して勤務すること

が可能となり、少しは身体

口災害発生直後における

教職員の被災と出勤の状況

校区に届化し他校に勤務する教職

員が、交通途絶により自分の勤務校

に勤務できないため、自主的に支援

活動に参加したケースがあった。た

だ、Ｉ::|らの家雌が倒壊したり、親族

に４１:故などがあって学校に来られな

い教職貝、また、遠隔地のため交通

途絶によって学校に来られない教職

員が相当数あった。なかには、震災

後数ロ間連絡がとれない教職員もい

回県立学校教職員の出勤状況

を休めることができたよう

だ。

宿泊をしなかった教職輿

についても、遠刷i雛通勤者

は、屯巾・バス等交通手段

が同復するまで|:１１版Iliや徒

歩などで通勤に数時間も要

する状況であった。

月日

１月１７日

１月１８日

１月１９日

１月20日

１月２１日

１月22日
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※本調査は被災地の県立学校19校1分校を対象に調査したものである。

※全教職員数1403名、複数教頭校は2校。

※職専免の内容は、２月７日までは交通途絶が主な理由であったが、以後は、倒

壊家屋の取り壊しの立会によるものであった。

※その他の主な内訳は代休と年休であった。
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<教職員の出勤状況福池小の例〉

１月１７日（当日）の出勤者は８名｡、

午前6時50分ごろ教頭（西宮市在住）自宅より自動車、公園に駐車。

Ｔ管理員（東灘区在住）自宅より徒歩。校内各所の開錠後、

妻大けがのため自宅へ引き返す。

午前9時ごろＹ教諭（東灘区在住）自宅より自転車で。

午前9時30分ごろＨ教諭（西区在住）自宅より自動車で。

Ｋ教諭（東灘区在住）自宅より自動車で。

午前10時ごろ校長（北区在住）自宅より自動車で。

昼すぎＴ教諭（北区在住）自宅より自動車で。

Ｓ管理員（東灘区在住）自宅より自動車で。

国公立学校教職員の住居等被災件数

(平成7年１０月２６日現在）

幼稚園

小学校

中学校

高校
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③大震災に学校はどう対応したのか⑥
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火災で焼けた理科室（神戸市立烏帽子中学校）
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テントが股営された校庭（神戸市立本山第二小学校）



口災害直後の児童･生徒の安否確
認は、どう行なわれたか

避難所への緊急対応の中で、教員

にとっての最大の関心事は児童・生

徒の安否・消息であった。

最初の日は突然多数の避難者が入

ったこともあり、学校も教師も混乱

していた。また学校へは、救出の依

頼も入ってきた。生徒が生き埋めに

なっているとの情報に取るものもと

りあえず駆けつけた教職員。また、

1人ずつ手分けをして校区をまわっ

たが、子どもが埋まっているという

知らせに駆けつけてみると現場が狭

く、手伝うこともできず、助かるこ

とを祈りながら待つより仕方がなか

ったなどの報告もある。

初めのうちは不通であったり、避

難所が混雑していたため、多くの学

校では電話での連絡は不可能であっ

た。そのために教職員を派遣して避

難所を一つ一つまわって安否を確認

する必要があり、すべての確認が終

わるまで、１週間ないし10日かかっ

た。避難所の対応で手いっぱいとな

り、子どもの安否確認が満足にでき

なかったという学校もあるが、それ

ぞれにいろいろな工夫を試みている。

その後、児童・生徒の仮転出に関

して問題が生じることとなった。縁

故や勤め先の関係で一時的に転出す

る際、学校へ連絡せずに転出してし

まう例が多く、その後の処理や処置

が大変であった。近隣の人や保護者

の転出先、アパートの管理員、大家

■ある学校では、正門玄関にノートを固き、自

分のことのみでなく、知っている友達等の消思

も書かせることにし、同時に同じようなノート

を校区内数か所の避離所に通き、毎日教員が見

てまわって、それをもとに後で電垢開通後確腿

した。

また児童・生徒のグループが名簿等で明く、

愉報を伝えてくれたという学校。ＰＴＡの役貝

が夜中まで詰めて鯛べ憾力した学校もある。中

学校では校区が比較的広いため、情報を薬める

さんなど手がかりを求めながら所在

を確かめた。そして、転出した子ど

もを励ますために教員は電話をかけ、

手紙を書いた。全国に散った児童・

生徒の転出先の学校の教師から励ま

しの言葉とともに転入の通知が相次

いだ。しかし、転出書類などの処理

については新学期まで混乱が続いた。

口避難所運営における教職員の

役割分担について

避難所のために献身的に貢献し、

自身の家が壊れているのも顧みず、

学校に寝泊まりして働いた教職員が

数多くいた。

初めのうち、避難してきた被災者

は、大きなショックによりほとんど

が無気力状態であった。これらの

人々をどのようにして勇気づけてい

くかが重要な課題となった。

当初の避難所は、教職員が中心と

なり、避難所のあらゆる世話に没頭

していた。対策本部から届く食糧、

水、雑貨等の生活必需物資の校内運

搬と保管、必要物資の分配、トイレ

の清掃、ゴミ処理、避難場所の確保、

避難所内の人々への伝達、相互の伝

言、安否確認等の放送・掲示、避難

者の苦情処理等々の仕事に従事した。

同時にこの間、生徒の安否・消息を

把握し、校舎の状態等を見てまわっ

た。

○物資の搬入、配分

交通事情の混乱のために場所によ

っては大幅に物資の搬入が遅れ、避

ためにビラを貼ってまわり、学校へ連絡するよ

う頼んだ学校もある。

難所では当初大きな混乱が起きた。

1000人以上の避難者がいたのにか

かわらず、１７日夜までに握り飯150個、

リンゴ２箱しか届かず、不足しすぎ

ているため翌朝まで配分できなかっ

た例。１８日になってパンなどが届き、

民生委員や自治会役員等に世話を頼

んで配分したが絶対数が足りないた

めパニックになった例。１７日夜、パ

ンなどが届き、個数は十分あると判

断して校庭に並んでもらったが列が

いつまでも途切れず、最後には半分

にしたがついになくなり、子どもが

持っていたパンを大人が奪い取って

行ったり、配給していた教職員が蹴

られ危険な状態になったという例な

ど、当初の食糧配給時に大混乱にな

ったところが多い。

ほとんどの避難所では、当初避難

者は何もできない状態で、食糧配給

はすべて教職員が行った。その後避

難者の中から何人かが配給を手伝う

ようになり、配給のため班分けをし

て、これが自治組織のできるきっか

けとなった。

毛布についても同様であった。１

人１枚ずつとして配っているのに、

１人で何枚も持って行き、足りなく

なった例。行政機関から、１人1枚

ずつわたる数になるまでは配付しな

いよう指示があり、切望する避難者

が目の前にいながら配分出来なかっ

たという例。食糧についても同様の

指示があり、置いたまま腐らせてし

まったという報告もある。物資の供

給は公平に行うことが難しく、流通

■福池小では、保他婦が保健所から派通され、
消毒液とうがい薬をトイレ・手洗い鳩に画くよ

う指導した。近くの本山南小と掛け持ちで行っ

ていた。要領をおぼえたボランティアが保他婦
が撤退した後引き継ぎ、水が供給されるまで続

いた。この描匝をした学校では、幸い忘齢者を
除き流行性の風邪の蔓延は防ぐことができた。

７１
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方法に問題を残した。

食)Wliが|-分に確保された避雌所で

も、配給場所に連れて行ってくれる

援助者がないため２日間何も食べら

れなかった視覚障害者がいたという

報告もある。障害者に対する援助の

対･策が今後求められる。

○飲料水

水道符が広域で破損し、復旧に多

くの日数を要したため、水にはどこ

の避難所でも非常に困った。上水道

が復旧するまでは、飲料水は、主と

して自衛隊や自治体等の給水巾に頼

ることになるが、当初これらの給水

が始まるまでには混乱が生じてい

た。

ある学校では17日当日夜までに1

人当たりコップに３分の１しか配れ

ないでいた。泣いて欲しがるお年寄

りもいたが、次は何時ごろに水が届

くのか保証もない状況では、納得し

てもらう．より仕方がなかったという

例もある。ほかの救援物資と同様に

給水車も交通渋滞に巻き込まれ、到

着が遅れることも多々あった。自衛

隊による組織的給水が開始されてか

らは、７州ｉｆは好転することになった。

○トイレ

仮設トイレが到着するのは、早い

ところで511後であり、その間断水

のため、水洗トイレは使川不能とな

り、大変深刻な問題となった。ほと

んどの学校ではプールに溜っていた

水を、水のなかったところでは近所

の池からバケツリレーで水を迎んで

掃除を始めた。

ある学校では校長自ら夜巾に、ビ

ニール袋を手袋代わりにして汚物を

取り除き、教職員が水を運び、柿除

した。このように、教職貝が夜巾に

一生懸命州除したという学校は多

く、教職典の行動にI喚起されて、ト

イレの問題は教職員だけにまかせら

れないという避難者との話し合いが

もたれて、向治組織が組織化されて

いった学校もある。

また、教職員が子どもに呼びかけ、

ビニール袋を内張りした桁をトイレ

に入れ、lL1分の便は自分で取って箱

に始末するという方法で、トイレ使

用のマニュアルを作った学校もあ

る。多くの高校生もトイレ掃除のボ

ランティアに参加した。

ｎ重傷者・病人への対応と

救急医療の状況

被害の激しかった地域では、避難

所であった学校に重傷者が巡び込ま

れたところが多かった。おもに保健

室がその活動の場所となった。保健

室にはけがの治療に必要な薬品が備

わっているとの認識があるからであ

る。しかし実際は、学校に亜傷者に

対応する医療器具や薬品などの備え

があるわけではなかった。

このような状況のrl'で、応急手当

は避雌者の中の医師らが行い、その

補助も避難者の中の看謹姉があたっ

た例が多い。中には近所の病院から

医師や希誰姉が避難所になった学校

多くの避難者を受け入れた学校では、トイレの不足なども大きな問題となった。（西宮市立大社小学校）



室等を個別にまわり、班分けや班代

表を決めることもあった。学校が呼

び掛け、町内会長等地域の自治会役

興に集まってもらい、それらの人を

''１心に班分けをすることもあった。

教職員が率先して掃除等を行った学

校では、避難者の中に申し訳ないと

いう気持ちが起き、自主的に作業分

担の機運ができて自治組織が形成で

きた学校もある。

避雌所となった学校ではどこで

も、妓初は教職員の世話に完全に頼

っている。学校が主導で班組織を作

っても、しばらくの間、班会議の運

営はやはり教職員主導の体制であっ

た。

しかし、学校は本来の役割の授業

il洲に向けての仕事があり、どのよ

うにして自治組織を育て、避雌所運

憐の仕覗を委誠していくかが大事な

問題である。

口避難所運営システムの形成

地震直後、着のみ静のまま学校へ

避難してきた多くの住民は、恐怖の

ショックにより、ほとんどが雌然I‘Ｉ

失あるいは無気力の状態であり、こ

れらの人々をいかにして塊気づけ、

組織化し、自立させていくかが重要

な課題であった。この過程は、校区

の小さい小学校や中学校と比較的校

区の広い高校では、おのずから事情

が異なった。

小・中学校が避難所になった場

合、避難者の中には当該学校の卒業

生やＰＴＡ会員が含まれ、また、地

域開放による学校利用者も含まれて

いた。学校と地域・社会との関係が

密接な場合は、コミュニケーション

をとるのが容易であり、組織化もは

かりやすかったようである。

高校の場合も、普段から地域と密

接な関係を持っている学校は自治組

織等の組織化も容易であったが、そ

うでない学校は避雌者の枇成にも関

係があったのだが、自治組織の形成

及びその後の運営にも多くの問題が

あったようである。

自治組織を作る契機となったの

は、当初の食粗等必需品の分配や、

トイレ掃除、プールからの水運び等

多くの労力を必要とする作業であっ

た。

校長を中心に教職員が体育館や教

に出かけ治療に専念したところもあ

った。

しかし、おびただしい数の重傷者

や亜体者が運ばれてきた。なかには、

すでに命を落とした方も含まれてい

た。対策本部からの指示が出るまで

は、廊下や教室に遺体が置かれる状

態となった。

また、保健室に住民が避難したた

め、治療のための施設として機能し

なかった例もある。ここでは包帯や

薬品の一部が避難者の中で奪い合い

となり混乱が生じた。自治体による

組織的な医師団派遣は、４日から７

日後になるが、その間は避難者であ

る医師や看護婦の手に頼るしかなか

った。重傷者については、その医師

がつてをたよりに各病院に搬送し

た。教職員も通常学校の児童・生徒

を治療してもらっている病院に連絡

したが、すでに診療の限界を超えて

おり、受け入れてもらえなかった例

も少なくなかった。

漢災当時は、インフルエンザが流

行していた時期でもあった。避難所

では、禰熱の患者が増え、これも避

難者のI-IIの医師が保健室で手当てを

行った。

さらに避難者の巾には生後間もな

い乳児、出産後間もない母親や安静

を要する患者もあり、他の人々との

隔離と専門的な治療が不可欠であっ

たにもかかわらず十分にできなかっ

たところもある‘，

面
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7４

③大震災に学校はどう対応したのか③

２ 情報をどのように受け取り、
発信したか

被災地の多くの学校では、地震発生直後から地域住民が生命の安全とともに、より多くの情報を求

めて学校へ避難してきた。避難所となった学校において被災者が必要とした情報は、初期段階の被害

状況や余震に関する情報から、安否情報、交通手段やライフライン、仮設住宅等に関する生活情報へ

と、時間の流れとともにその内容も変わっていった。

この間、マスメディアの情報番組とならんで、被災地外からの安否確認やさまざまな情報の伝達に

大きな力を発揮したのが、パソコン通信やインターネットであった。とりわけ、パソコン通信では、

震災直後から被災情報や義援金、救援活動、ボランティア、入試日程の変更等に関する情報の利用が

多く、その役割の大きさが改めて実証された。

ここでは、第１部会の協力校の報告を中心に、情報に視点を当てて実情を探ってみる。

口学校に関係した情報

○教職員間の連絡

御影商校では、漉災当|･Ｉ（ljll7

日）午前７時ごろ、I1lI勤した教職員

が咽話で、災野県に修学旅行''1の学

校長に被審状況を報倍。‘11:務良にも

報告した。その後、咽I蒲が不通とな

り教職興間の連絡は不可能となった。

夕方になり、ようやく’'''1線復|Ⅱし

たが、全国からの避雌者への安否確

認により電話がパンク状態となり、

教職貝間の連絡は進まなかった。翌

Ｆ１からは、早朝または夜に教職典の

安否確認を行い１月23日までに完了

した。修学旅行''１の学校便にはり１１砿

予定日時・方法の確認を行い、受け

入れ準備の|茄雛を行った。

烏l帽子巾学校では、当日、翌日は、

屯話回線不通のため連絡は不可能で、

教職員の出勤を待つのみであった。

１月191.1夕方、仮設電話（２台）が

設縦され、教職員間の連絡ができる

ようになった。

○児童・生徒の安否確認

御影高校では、当日は夕方まで電

話が不通のため、安否確認ができず、

電話復旧後も全国からかかってくる

避難者への安否確認の応対で、惟徒

の安否確認作業が進まなかった。

また、避難所の運営に多くの教職

員が当たり、人員不足であったこと

も原因である。翌日よりは、早朝か

夜に安否確認作業を少しずつ進めた。

修学旅行中の生徒の保護者には、帰

着予定のⅡ時（20日午前11時）．方

法（瓶噸が不通のため、バスに変更

した）を迎絡したが、２４fiに連絡が

つかなかった。生徒たちの安否確認

作業は１｝12511の全校登校I･Iまで続

いた。

高校は、生徒の居住地が広範'11:|に

及ぶことから安祷確認は地誌に頼ら

ざるを得なかったが、小．中学校は、

家庭訪問または避雌所を訪問するこ

とにより、生徒の安否確認を行った

ケースも多かった。

烏ＩＩｌＷ子I･'１学校では、当ｎ、臨時休

校の貼り紙掲示と併せて、校区内を

歩き、出会った生徒から被害状況の

聞き取りや倒壊家屋の避難先の走り

!'催により情報収集を行った。北淡

束中学校と大社小学校では、出勤し



た教職員は、学校長の「当該学年の

児職について家庭訪問にて被害状況

を確認する」との指示により、家庭

訪問を行った。

○教育委員会との連絡

御影高校では、当日は先述のとお

り、電話による連絡ができる状況に

はなかった。翌'1になって'h:務良が

咽話で被韓状況の報告を行い、以後

ﾉk徒の安否情報・避難所の状況の連

絡を行った。

烏'帽子中学校と北淡東''1学校では、

１７日当日、iii[接教育委興会に赴き、

被害状況の報併をした。大社小学校

では、当日は教育委員会に$服告する

いとまがなかった。

○地震・災害情報

御影高校、,烏'帽子中学校では、停

咽のためテレビ・ラジオなどが使用

できず、情報収集が困難となったこ

とから、佃人の携帯ラジオで被害状

況などの情報収集に努めた。また北

淡東中学校と大社小学校は、テレ

ビ・ラジオで被害状況などの情報収

集を行った。

○学校再開へ

御影高校では１月2''Ｉ、校務運営

委員会が開かれた。教職典の当応の

役割分担が協議され、ｌ）125日職員

会議で伝達。同日、全校登校日を決

定し、ラジオ放送・貼り紙．電話に

より生徒に巡絡した。

烏帽子I|'学校では’)~'2011、校務

運営委員会を開き、教職此の当唯の

役割分仙を協議して、ljl23日の職

員連絡会で伝達した。北淡束中学校

では管理職は対外的な連絡・避難者

の安否確認をし、その他の教職員は

学校．校区の被害調査・生徒の安否

確認・登校'１の連絡を行った。

大社小学校では、安全係（生徒指

導）が登下校の時間と引率体制の調

確を行い、授業係（教育課程）が給

食開始までの時間割を作成し授業計

lilIiを立てた。

○全校登校日の情報収集

御影,i,５校では１月2511の全校登校

'１（出席率53.9％）において、生徒

の安否確認の情報収集、学校長・生

徒指導部・播理部の諸注意、被害状

況の収集を行った。烏''１W子中学校も

１月２３日の全校登校|Ｉ（出席率

37.0％）において、生徒指導係の諾

注意、安否確認、被秤状況を収集し

た。その場で、３年は１月26日蛮校、

１．２年は１月28日まで休校を指示

した。

北淡束中学校では１１１１９日、全校

登校日において被審状況の確認、今

後の予定の確認を行った。

○授業再開へ

御影尚校は１月31日、校務運憐委

員会・職員会議で２１１３日の全校登

校日と２）１６日の授業再開を決定し

生徒に連絡した。

烏I帽子中学校は１月30日、校務運

営委員会において協談し、３１日職興

会議において今後の方針・校務分掌

の再編成を決定した。授業再開は学

習に必要な借用校舎が２月２日にメ

ドが立ち、３日学習指導打ち合わせ

会をもって詳細を決定した。２月４

日の登校'１（出席率41％）に３年は

２月６１１，１．２年は２月７日から

授業再開することを連絡した。授業

の場所は、兵庫県トラック協会と松

蔭大学会館であった。

○進路情報等

御影商校と烏帽子I|'学校では、授

業が再開されると、ホームルームで

授業料減免の申請を受け付け、教科

群給付などの情報を伝達した。

また、進路指導等に必要な情報に

ついて、御影高校では３年生の大学

入試等の進路相談を行うとともに、

被災者特別入試情報をファクシミリ

によって収集し生徒に伝えた。

卿５



畷

回被災による校舎破損等により、他の高校等で

学力検査を実施した学校

県立御影高校→県立神戸高校

県立兵庫高校→県立鈴間台高校
市立楠高校→市立摩耶兵庫高校

市立尼崎高校→尼崎市立日新中学校
市立伊丹高校→県立伊丹高校

○救命救急連絡・救出要請

御影商校は、当'.'、軽傷の避難者

③大震災に学校はどう対応したのか⑥
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携架が倒れ、蛍光灯が今にも落ち

そうな図書室（芦屋市立朝日ケ丘

小学校）
誰‘
Ｉ型

体的な指示（食秘・水・毛布等の救

援物資に関する情報）がなく、教職

典は試行錯誤で対処する以外に方法

はなかった。

翌日も、対策本部からの惜服はな

く、ＬＰＧガスタンク爆発の恐れが

あるとの情報を携帯ラジオより収集

し避難者に別の場所に避雌する旨を

伝達したが、その後解除の確実な情

報もなかった。対策木部に夕方問い

合わせたところ、すでに避難勧告の

解除が出されていた。

また救援物資の情報など対策本部

からの的確な情報は、11121日にな

るまでなかった。避雌所からも本部

へ避雌省の人数などの''１１i報を混乱の

ため提供できなかった。

烏|帽子中学校では、当|F1、多くの

避難者が集まってきたが、対策本部

からの連絡はなく、教頭が救援依頼

と111柵収集にミニバイクを川いて区

役所に出向いた。しかし、混乱のた

め具体的な指示は得られなかった。

食粗や水などの救援物資に関する情

報もないままでは、試行錯誤で対処

せざるを得なかった。

については学校保健寵で応急処箭を

行った。医療機関の開設状況の情報

がないため、重傷者については、ク

チコミにより知った医療機関に教職

典が搬送した。また、避雌所の掲示

板を使刑し、重傷者の受け入れ可能

な搬送医療機関を周知した。

翌18日、医療機関についての情報

収集は依然困難であったが、クチコ

ミで御影公会堂に医師が診旅所を開

設したとの情報が入り、避難者に伝

達した。当日・翌日とも、近隣の住

民より救出要請が多く寄せられたが、

公的機関へ伝達できず、教職員が救

出にあたった。

烏'''11子中学校では、具体的な救出

要諦はなかったが、たとえあったと

しても本館が燃えている状態にあり、

その上教職員も少ないとあれば、は

たしてどれだけのことができたかは

疑問である。保健室も薬IIlIWiiがI雌リ

してガラスが散乱し、頭上階が燃え

ている状態では応急処瓶もできなか

った。救急車を依頼するにも、唯一

使川可能な学校前の公衆電話に、終

日続いた長蛇の列に削り込みをさせ

てもらって電話をした。

大社小学校には、鹿災当Ⅲ、１日

''１救出要請があった。その都度放送

用

烏''1W子中学校では１月26日、学年

集会において３年生に私立高校の入

試1.1変更等を記載した進路関係のプ

リントを配布した。その後１月27日、

進路指導委員会を開き、２月１日～

311に個別懇談会を実施、進路相談

を行った。北淡束中学校では、入試

情報の得られない私立尚校へは直接

出向いて情報を集めた。

口避難所に関係したＩ情報

○入試会場の変更

御影高校では２月６日、入試会場

を確保できないため、神戸尚校に変

災。教育委員会が新聞紙上で発表し

た。実施日は、予定通り３月16日で

あった。

○転出相談等

県内外に避難した生徒を確認する

とともに、保護者からの転校の相談

を多く受け、各府県等の教育委員会

または、転校先学校に'低校手続きの

照会をした。

○災害対策本部との連絡

御影高校では震災当日、避難所開

設にあたり、市の対策本部からの具



で避難者に「ボランティア」を募っ

た。避難者のI|'に医師が３名いたの

で、保健龍にて応急処置がなされた

が、治療薬がなく難局へ走った。

○遺体の安置・搬送について

御影高校には、、'11-1．翌日と遺体

が搬送されてきた。このときには辿

体搬送先の怖報がないため、一時的

に学校内で安侭していた。その後、

教職員が最寄りの東灘警察署へ行き、

確認した区役所に自家用車を使って

遺体を搬送した。

烏帽子1.'１学校には渡災当日、ｌ辿

体が搬入されたが、避難者の手で３

Ｈ後搬出された。

大社小学校には、１７日～23日の間

に17遺体が運ばれ、１階会議室に安

置した。

○避難者への情報伝達はどう行

われたか

御影高校では漉災当日、夕方近く

になって、避難者の人たちを運動場

から体育館に誘導した。停電で緊急

放送設備が機能しないため、ハンド

マイクにより誘導を行ったが、背11ｔ

不足のため全員には伝わらなかった。

１月20日、噸気の復旧後は緊急放送

設備が使用可能となり、校内の避雌

者への連絡川として活用できるよう

になった。とはi､法、運動場に避雌

している避難汗には連絡が伝わりに

６ｱ・蕊

鐙零

落下した体育館の天井板（神戸市立丸山中学校）

くかつた。

烏帽子中学校の場合は、本館の火

災により電気復|||後も放送設備が使

用できず、情報伝達に非常に苦労し

た。救援物資の配布案内も、自転車

に乗りハンドマイクで呼びかけてま

わったが、音駄不足で伝達可能範囲

が極めて狭く苦情の種となった。

大社小学校では、緊急用マイクで

その都度連絡をした。ただし、呼び

出しは行っていない。伝言をメモに

記入して職員室に来てもらうという

方法をとった。

○避難者への安否確認

御影高校では、漢災当日夕方に噛

話が復旧すると、全国から避難者へ

の安否確認の問い合わせの電話が寄

せられ、パンク状態になるほどであ

った。しかし､棚､11教職員不足や避難

者名簿の未完成等のため対応するこ

とができなかった。翌日、校内の

ｰ廷＝

Ｚ／

ーー~＝雨一一戸霜-需一：側〆

(宝塚市立長尾中学校北校舎）

甑

:≦寮害

諦Ｉ

-雛
一一

一

場所別に避難者数を確認し、避難者

のボランティアにより手書きで避難

者名簿を作成し貼り出すという作業

に若手したが、名紳の作成までには

至らず、全国からの安否確認には対

応できなかった。

１月20日、電話が３回線に増設さ

れ､旧当教職員も配侭でき、全国から

の安否確認を校内の掲示板を利用し

て行うことができるようになった。

自治組織ができるようになると、

この名簿を使って直接避難所に来ら

れた関係者や電話にも対応できるよ

うになった。

烏l帽子中学校では、１９日夕方に仮

Ｉ没咽話が設置されたが、学校の電話

悉号とは異なったため、当初は安否

確認の電話も少なかった。避難教室

とテントグループに川紙を配布し避

難者名簿を作成し、木部と職員室に

その名簿を置いて、通話及び来校者

に対応した。自治組織が発足してか

7７
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らは、来校者には避難所本部テント

で避雌所リーダーやボランティアが

対応し、電話の応対は職員室で教職

員が行った。

○対策本部と避難者の間の情報
伝達

御影高校の場合は、行政機関等か

らの情報、擢災証明・義援金・仮設

住宅申し込みなどは１月21日、自治

組織が発足したので、班長ミーティ

ング（毎日午後７：３０より）で伝達

し、各班長がハンドマイクにより班

員に伝達した。ハンドマイクは、救

援物資で確保した。

烏帽子中学校では、行政機関など

からの情報は、１月21日の自治組織

の発足後は、リーダー会議（毎日午

後１：００より）で伝達し、内容をプ

リントし配布すると共に校内８か所

の掲示板に掲示した。

また、班長ミーティングにおいて

収集した行政への'１川品などの避難

者からの要望は、対策本部派遣職員

(区職員）に連絡した。それとともに、

日用品・介謹川IW1等で緊急に要する

物資は直接、県・市の物資担当者に

連絡した。

ボランティア情報については、区

対策木部から、全国からのボランテ

ィア剛体（炊き出し・イベント等）

の受け入れ照会が激多く寄せられた。

他の避雌所、IIIIil人宅に残っている人

からは、救援物資の配給ルートなど

の照会が多くあったが、対･策本部に

直接連絡するように伝えた。

○医療班との連絡をどう行ったか

自治組織発足繭後は、避難所内の

医療班が巡叫診療し、要介護者には

その受け入れ先を行政（保健所）に

照会したうえ連絡した。

口自治組織が完成してから

県の対策本部では、パトロール隊

を編成し、避難者の状況を把握する

とともに県からの情報を自治組織の

責任者に伝達した。

また、班長ミーティングで収集し

た行政への要望、仮設住宅の場所・

義援金の分配予定などは、対策本部

派遣職員・県のパトロール隊に連絡

し、回答が得られるようにした。

ボランティア情報については、日

程のi淵幣・活動場所の確保の調整後、

多くのボランティア団体（企業・医

旅・学生等）を受け入れた。

また、近隣地域の避難所間で、代

表荷による運営上の問題・救援物没

の過不足などを話し合う情報交換会

も開いたり、ファクシミリを使って

1iii報交換を行い、他の避難所で不足

していた救援物資を届けた。

この時期になると、避難所に不審

冒昔が侵入し、救援物資の盗難などの

被害があったり、飲酒して夜間大声

をあげる迷惑行為やけんかがあった

り、未成年の溜まり場になったりし

て、僻察に通報することが幾度とな

くあった。

医療班との連絡については３月か

らは、２４時間体制ではなくなったが、

区の医師会が昼間の時間帯に避難所

内を巡回診療した。



Ｂ 行政と学校の連携

従来、学校は風水害などの災害時に一時的に避難者を受け入れる施設として位置づけられてきた。

したがって、今回のような危機的状態で長期にわたる避難者受け入れ施設としての想定はなされてい

なかった。しかし、震災で家屋を失った人や火災などの二次災害から逃れようとする人々は、より安

全な場所として学校を求めた。

学校現場にかけつけた教職員は、電気、ガス、電話や交通機関などのライフラインが途絶え、行政

からの指示やその他関係機関からの援助を受けられないまま、避難者への対応に追われ、本来の仕事

である児童生徒の安否確認や学校再開へ向けての取り組みが後まわしになった。

児童生徒や教職員の安否がようやく確認できた後も、被災のため出勤できない教職員がいる中で避

難所は運営され、学校再開への取り組みが始まった。

口行政と連絡がついた時期

行政の規模や周辺地域の被害状況

によって、連絡が可能になった時期

は異なっている。

行政規模が小さく、被害の比較的

少なかった地域では、災害当Ｈに連

絡がつき、行政職員が来校し避雌所

運営にあたったケースもあった。

しかし、このようなケースは今IＩｌｌ

■

被災した地域の''１でもごくまれな例

である。北淡町では地域の結びつき

も強く、住居などは大きな被害を受

けたが、ガス、電気、屯I;ﾙなどのラ

イフラインは比較的早い時期に復|Ⅱ

し、自衛隊の協力により通行不能で

あった道路も地鰹後２Ｈｌｌには、ｉ§

要道路が通行できるようになって

いた。このため、役場に出向くこと

も可能であった。

しかし、他の多くの地域では、行

政機能も道路も壊滅状態であった。

さらに安否確認他話による回線の混

乱のため、役所との電話による連絡

さえつかなかった。このため、増え

続ける多くの避雌者を、学校独自の

判断で受け入れなければならなか

った。

隈９
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圃祷

地震発牛商後に各地で火災が発生。迫る炎と黒煙が人々を恐怖に陥れた

また、多数の避難者を抱える避難

所では、混乱を避けるため、避難者

の班分け、部屋割り、安否確認への

対応、傷病者への対応および遺体の

収容など、次々と起こる事態に対し

て、Ｈごろの教育活動のノウハウを

いかして最大限の努力を払って対処

した。

このように避難所としての初期の

対応を行った後に徒歩、または自転

車で直接役所に出向き、はじめて連

絡がとれたという状態だった。

行政としても先の見通しがつかな

い状態であったため、具体的な指示

や応援は得られず、ともかくも教職

員が避雌所の運営にあたらなければ

ならなかった。

口学校と行政の役割分担

学校が避難所となった場合、通常

なら行政職員が避難所運営にあたり、

教職員は、児童生徒の安否確認や、

学校施設設備、備品教具等の点検補

修を行うなどの学校再開へ向けての

取り組みを行うべきであろう。

しかしながら、今回のような大災

害時には、行政機能がマヒ、ライフ

ラインも途絶えており、行政も避難

所運営に十分な担当者を学校に派遣

することはできなかった。

そのため、自ら被災しながらも、

やっとの思いで学校にたどり着いた

教戦員が、避難所運営に関わるすべ

てのことを行わなければならなかっ

たのである。教職員の献身的な努力

によって、避難所の体制ができた後

に行政からの職員の派遣があった。

とはいえ、その時点でも行政機能

が十分に回復しておらず、先の見通

しが立たないため、担当者によるリ

ーダーシップはあまり発揮されるこ

とはなかった。教職員は、避雌所の

運営に関わり続けなければならなか

った。校務を分狐し、避難所運営に

専門的に関わる職員をおいた学校も

あった。

学校施設の多くが避難ffのﾉk活の

場となった状況の''1で、教ffの場と

しての'¥:校の機能'１１|復は火I脇に遅れ、

学校と行政の役iIIll分仙のiﾘl碓化が今

後の課題として残った。

口学校の役割が大きかった例

○避難所担当の行政職員が来校

するまで

予期できなかった未曾有の大災害

であったため、到底収容しきれない

ほど多数の避難者が、比較的安全な

場所として学校を|I指して集まって

きた。被災や、交通事情のために全

教職員がそろわない状況下で、行政

からの指示や援助が受けられないま

ま、次々と発生する講態に対応しな

ければならなかった。

避難者の受け入れ、教室等の開

放・部屋割り、所在確認、児童生徒

や住民の救助、けが人の収容・手当、

病院への搬送、遺体の収容と安置、

遺族への伝達、飲料水や食枇の確保、

安否確認電話への対応……など、避

難所初期に必要でありながら、当初

想定されていなかったことをすべて

行わなければならない。なかでも負

傷者については学校の保健龍では十

分な対処ができない上、地域の医療

機関からも十分な援助を受けること

ができなかった。

学校は、しばらくすると救援物資

配給の地域拠点ともなったが、希望

した品目、数量が価かなかったこと

もあった。

避難所での生活が長引くI:'１で、避

難者のあいだで自治的な組織を作り

上げていくことになる。教職員は、

共同生活推進のための規則づくりや、

マナー遵守を呼びかけたり、施設設

備の利川法の説lﾘ1やインフルエンザ

の予防等の衛生面の指導などを行っ

たりした。

このころになると、各地から駆け

つけたボランティアの協力が得られ



るようになった。また、行政からの

避難所担当の職員が常駐するように

なり、教職員の負担は幾分か軽減さ

れることになった。しかし、避難省

の将来の生活に対する不安は募る一

方であった。教職員は十分な情報が

得られないまま避難者とのミーティ

ングや、宿直勤務を行わなければな

らなかった。

このように、教職員は避難所の運

営に関わりながら、生徒の安否確認

や、学校再開に向けての準備、生徒

への学校に関する情報の伝達などを

行わなければならず、まだまだ負'１１

は重かったのである。

○避難所担当の行政職員が来校
してから

対‘策本部からの指示を受けていな

かったり、十分な情報を持たないま

まとりあえず駆けつけたりする担当

者もあった。前任者との引継ぎが不

十分なため、うまく機能しない場合

があり、教職員が引き続き避難所運

営に関わらざるをえなかった。

また、避難所本部に電話が設瞳さ

れていなかったところが多く、派巡

職員や避難者への電話の取り次ぎ、

外部からの安否確認電話への対応、

ボランティア活動の受け入れや調盤

等の砥話連絡に教職員が応じなけれ

ばならなかった。

避雌所での迷惑行為などに対する

権限や、非常時における学校腿の権

限がlﾘI確になっていないことなど、

避靴所運営に関わる教職員の身分が

暖味で行政職貝との関係もはっきり

しないものであったため、次々と起

こる'１１:態への対応にはiIｷ臆した。

行政であれ学校であれ、避難背の

ﾉk派の確立と、立への支援、学校教

育の正常化など掲げる'１標は同じは

ずである。共迦理解ができていれば

協ﾉJ体制が盤うはずだが、人によっ

て避雌所運営に関わるスタンスが異

なっていた。

口役割が分担された例

非常時の初11Mﾉ体制が終っていなか

ったため、初期の段階ではほとんど

の役削を教職典が行っていたが、行

政機能の回復にともなって、役削分

仙ができるようになってきた。避雌

所迎常や物黄の梼理のIiiiではボラン

ティアの協ﾉJが得られたことで、教

職典の側11はある穐度Ili柵された。

北淡町では、教育長が対策本部へ、

｢教職員は学校教育、ノ|批への対応に

専念させる」とI|Iし入れ、避難所迎

常は行政職興'''心に、教職貝は'､)::校

'1州に向けて脱に児!､itﾉk徒に対応す

るという役削分仙が災'1i流ﾉk,I伽か

らできた。

この場合も、被災の比較的I慨かつ

た教職員は、ボランティアとして避

雌所の運尚に関わったり、炊き出し

や支援物汽の保管、分配などを行っ

た。

また、災'1ｉｆ対策本部の要請により、

ｎ衛隊の災'‘ｉｆ派遣があったが、この

ときもテント設営の場所や規模、駐

Ili場の位慨、仮設風11'１の設慨や利用

時間帯などについて、部隊の11ｔ任者

と111〔接交渉を行うことができ、学校

側の要望も受け入れてもらえた。さ

らに、医療川や保健姉が派遣された

ところでは、患者の治療や、インフ

ルエンザの]う防指導が行われた。

口危機管理マニュアルの必要性

職員の生命に関わるほどの火災雷

を想定したマニュアルがなかったた

め、行政機能が麻嫌状態であった。

'γ:校にも「水防指令」や火災を想定

した「学校防災計iMii」弊はあったが、

これほどの大災害は想定されていな

かったため、．}今想をはるかに超える

大きな附雌があり、’''１:面する'脚態へ

の対応に追われた。

今阿の大喪災に際して、さほどの

防災機能を備えていなかった'､)::校が

果たした役削は人きかつた。これは、

数職興の献身的な努ﾉﾉと住民からの

１１;伽があったためだと!;,えるだろう。
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